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涌　 田　宏　昭
1.   近代オフィスの背景　
情報システムの発展によって，現代のオフィスは，情報システムの中に包
まれたような形で機能しているといえる。つまり，一面では情報システムの
核として考えられ，また他面では，情報システムの運用によって手足を広範
囲に伸ばした拡張されたオフィスを想像することができる。そ七て，その中
では多種類の機器が設置され，それは各種の事務作業に活用されている。し
か乱 人と機械設備によって構成されるオフィスの空間は，室としての空間
に固定されることなく，きわめて拡張性と流動性に富んだ機能空間としてこ
れを捉えることが，むしろオフィスの現代的意義を理解するにふさわしいと
考えられるのである。このオフィスの機能的革新の傾向を特長的に表現する
ならば，づぎのようなことが指摘できるであろう。　　　　　　　　　　　
D　
①　都市の中の新しい空間としてのオフィス　　　　　　　　　　　　　
2）　
③　環境適応的機能をもっオフィス　　　　　　　3
）　
③　オートメ化の中でオートメ化されるオフィス　
まず，第1 の点は，今日近代的ビルが続々と建設せられ，多くのオフィス
はこれらの建家の中に収納されている。オフィスの集合が都市の一部を形づ
くっているといってもよい。がってのオフィス街が，新しい形態，あるいは。
新しい形式をもって都市空間の一部分となっているのである。そしてこのよ
うな形態，形式はオフィス街に属さないオフィスの設計，運用にも影響し，
オフィスが都市空間を形成するにふさわしいような存在としての設計に変り
つつある。このような考え方の変化は，当然のことながら，つぎに環境適応
的機能をもつオフィスへと新しい展開を用意するのである。すなわち，都市
空間の変化，発展に応ずるオフィス，また，オフィスと地域社会との一体的
な行動といった点が，オフィスの機能的な在り方として訴えられるようにだ
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るのである。　
加えて，1960年以降オフィス運用の基調となっているオートノーショソの
導入，つまりオートメ化は，全体の在り方として思考の中に生きてきている。l
現象的にはコンピュータの活用，自動機械の設置，データ通信システムとの
4）
結合などという面をあげることができる。しかし，組織として全体的にみれ
ば，オートノーショソの基調の中にありながら乱 業務，業態によって機械
化に不適合部分や，未成熟部分がいく多ある。したがって，オートメ化の進
展は全体的にみてかならずしもバランスのとれたものではない。そこで事実
上の展開は，全体の中のある部分にオートメ化か進行する。しかしこのオー
トメ化は，当初，たんなる部分面でのオートメ化として考えられていたが，
次第に量的，質的に進歩して，オートメーション基調の中でのオートメ化と
して運用され，構成されるように変化した。筆者は，これをオートメ化の中
でのオートメ化と呼んでいる。現代のオフィスはかかる一般的傾向をもって
いる。たとえば，オンラインの適用の現状，ファクシミリの導入などを検討
5）
すれば，かかる傾向の進行を理解することができる。
この傾向 新しいオフィスとしての強調点 は，一方においては都市
機能の発達，人間生活思考の変化に人件費の恒常的高騰，機械化の進歩など
の背景の中で，一層ときわだったものとなってきた。現今，オフィス・オー
トメーションに再び関心の寄せられているのぽ，かかる点にあるものといえ
よう。では，このような傾向のもとで，今後のオフィスではどのような変化
や新しい展開が考えられ，実行されるであろうか。本稿ではこの点に視点を
おいて，近代オフィス論の序説的考察としたい。
2. 未来オフィスの検討　
未来オフィスの検討にあたっては，検討事項を19点あげ，これらの検討を
通して未来予測を行ってみたい。なお，この検討事項は，日本能率協会が行
った「未来オフィスの予測に関する調査」（第1 回アンケ トー項目）の一部分
紅より:，その集計結果との対比七検討を加えるという方法をとっている。　1.
事務処理量の増加に伴って，事務処理要員が増加する。　
情報化社会での一般的傾向は，情報量が多くなる。これは多様的に情報要
求が提出されるからである。このような傾向の中にあると事務量は増える。
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機械化の効果は，この際における事務処理要員の増加を押えることにもある
が，多様化が進行すると事務の質的向上に効果はみられて乱 事務処理要員
の増加を押える効果はそれほど強く働かない。昭万口の50年代後半では，これ
ら要員の一時的増加となろう。　　2.
事後処理量の増加に伴って，単純事務作業のやり手が足りなくなる。
事務処理の増加は，たんなる増加でなく，多様化の中での増加と考えなく
てはならない。したがって，単純作業とはいって乱 質的に多角化している。
ということは，教育，訓練を通して単純作業への従事ということになる。人
間はかならずしも複雑な作業への挑戦心ばかりでなく，繰返し作業での安定
的行動にもある安らぎを感ずるものである。作業者が足りなくなるとはいえ
ない。　　3.
事務処理量の増加に伴って，事務処理要員が仕事を忌避する。　　
作業環境の作り方が問題で，マソ・マシン・システムの合理的設計を検討
することが必要である。基本的には忌避は考えられない。　4.
事務処理業務の必要，不必要なものの判別基準がないことが問題とな
る。　　
多様的に情報要求が提出されると事務処理量は増える。事務の中には必要，
不必要な点ていろいろな問題が存在する。しかし，情報要求の出し方，内容
の検討ノ贋報効果などが次第に研究され，一時的には問題とされるが，一般
的にはあまり大きな問題とはならない。また，ディスプレイ装置などの発達
は，データの効率的かつ定型的利用法を開発するので，一層この点は改善さ
れる。　5.
事務処理量の増加に伴って，データあるいは情報（文書） の蓄積方法
が問題となる。　　
蓄積方法が問題となるのは，ど0 ような手段によって蓄積し，これを利用
するかについて，いろいろな手段が開発されているので，その選択の点にあ
るものといえる。また，文書は多くのものが，データの組み合せの結果とし
ての情報表示であるから，データペースとその利用技術によってこの問題の
内容が異る。現代の進歩では，昭和60年代前半までの研究事項であろう。　6.
事務処理量の増加に伴って，データあるいは情報（文書） の検索方法
が問題となる。
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この問題は，前事項と関連するが，前事項より屯研究と検討の時間的，質
的な面で深さが異る。検索方法については前者よりも期間的に長く，質的な
面では，その効果性，安全性などの問題がより重要課題となる。　7.
事務処理量の増加に伴って，データあるいは情報（文書）の保管方法
が問題となる。　
機械化の推進によって，従来，人手によって行われてい九文書保管，管理
が，機械ベースの上で考えられなければならなくなった。機械化がすすむと，
個々の機械自体よりもむしろ，それらによって構成されるシステムが問題と
なる。現在すでに，システムの安全性，データ保全の問題が重要課題となっ
ている。ここ当分はこれらの検討は，未来オフィスの基本問題として横たわ
るであろう。　8.
事務処理量の増加に伴って，データあるいは情報（文書）の遠隔地へ
の伝送方法が問題となる。　
情報処理は，形態的にみて集中方式，分散方式と大別される。しかし今日
では，システムの安全性，データ保全の問題から，全体として統合化を考え，
そして必要に応じて部分的集中処理方式が実施されている。伝送はこのもと
での伝送方法で，統合化と機械化が進行し，一方では社会情報システムとの
かかおり合が強くなる。昭和60年代では，社会的次元から検討されることに
なるだろう○9.
事務処理量の増加に伴って，データあるいは情報（文書）の廃棄方法
が問題となる。　
データ保全に対して，蓄積データあるいは情報の廃棄も問題である。媒体
が多種類であり，処理，利用のスピード化もあり，廃棄方法も法制化との関
係で再検討の必要かおる。　10.
事務処理の増加に伴って，データあるいは情報（文書）の処理（計算。
集計，編集）等の方法が問題となる。　
事務処理の機械化では，すでにこれらは検討，研究の上での処理方式であ
り，本質的にこれが問題となることはない。　11.
オフィスのスペース不足が問題となる。　
スペースが不足というよりは，空間の利用方法が問題である。機械乱　コ
ンピュータにみるように，小型化し軽量化されっっある。この傾向は一般的
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である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
12. データあるいは情報の秘密保持が問題となる。　
コンピュータ時代の大きな問題は，プライバシーの点であり，また組織上
の機密保持の問題である。これは法的側面でも検討されなくてはならないと
同時に，管理体位 あるいは，システムの設計上でも配慮されなくてはなら
ない。今後10年ほどは検討しつづけられることになろ う。　!3.
情報のスピこド化に伴い，トップの意思決定が対応できなくなる。　
意思決定のサポート・システムとして情報システムの開発が行われている。
基本的には対応できないことはない。ただし，情報利用者，特にトップ・マ
ネジメントの教育は改善されなければならない。また機関としての決定，集
団としてのリーダーが確立されなければならない。　14.
情報量の増加に伴って， 管理者の判断能力が対応できなくなり， 情
報の流れを阻害する間題が発生する。　
管理過程と情報処理過程とは表裏ブ体の関係かおる。したがって，管理シ
ステムに対応して情報システム化か促進されなければならないから，このよ
うな点はあまり重要ではない。対応しえない管理者は，むしろ管理システム
上，当初から管理エレメントとして評価されない。　15.
    高議制度や捺印制度が大量情報処理の流れを阻害する問題が発 生 す
る。　10
年以上の歴史的経験の中で，本質的な問題は検討され，浮き彫りにされ
てきた。もはやこれが阻害要因となって問題発生とはならない。もっとも阻
害的な働きをする場合は，あるであろうが。　16.
これまでのオフィスの固定的なレイアウト方法が問題となる。　
空間構成の上から，オフィスの近代化が問われている今日，各種の技術革
新も含めて当然，重要な検討事項である。昭和60年前後には，一つの転機を
作ることも考えられる。これは，都市問題の進行と深いつながりかおる。　17.
事務システムを適正に改善してくれる専門家が不足する。　
現在の教育環境，研究方法からみて，そのようなことは考えられない。　18.
電話回線へ接続する端末機等への規制が問題となる。　
端末機の開発，設置の増加は，システムの安全性と経済性との相関関係を
かつ。また，他方，社会的次元で，個々の組織体の情報システム化も考えね
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ばならない。この二つの面から，規制も一つの方法といえる。　19.
事務処理量の増加に伴って，事務処理経費（ロスト）が増大する。　
事務処理経費の評価には，いろいろな考え方かおり，難しい面かおるが，
事務増大は，組織体質改善とも関係し，また社会的存在としての組織では，
むしろ必要な面さえある。これらとのかね合で考えるとコストの評価が変わ
る。加えて，技術革新は，より低いコストでの事務処理実現を果している。5
年前との複写費を較べればよい。
〔未 来 オ フ ィ ス の 構 図 〕　
以 上 の 検 討 事 項 を 基 礎 と し て 未 来 の オ フ ィ ス の 構 図 を 考 え て み ょ う。 構 図
を 組 み 立 て る鍵 は っ ぎ の ポ 千 ン トに あ る 。　　　　　 ■　㎜　　　　　　　　　　　
■
a) 場 と し て の オ フ ィ ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　
し　
た ん な る事 務 所 と し て の 考 え 方 か ら 機 能 的 な 事 務0 意 味 を 汲 ん で の オ フ ィ
ス 論 に 移 行 し て き た が ， 再 び ， オフ ィ ス 空 間 の 社 会 的 存 在 意 義 や 都 市 構 成 の
一 つ の核 と し て の オ フ ィ ス 空 間 に 注 目 し ， 機 能 空 間 論 的 オIフ ィズ が 未 来 構 図
の 方 向 性 に 強 く働 い て い る と い え る 。　b
） 事 務 処 理 の質 と 量　
近 代 の オ フ ィ スに お け る事 務 処 理 の 意 義 が 高 ま る に つ れ ， そ の 量 は 増 大 し，
質 的 な 向 上 右重 要 な 課 題 に な る 。 量 的 機 械 化 を 促 進 し ， 質 の 面 で は ， 機 械 化
は も と よ り ， 事 務 担 当 者 の 知 的 水 準 の 向 上 を 求 め る こ とに な る 。 し か し ま た ，
事 務 のあ る も の は， 量 的 側 面 が 重 要 で ， 質 の 向 上 を 必 要 と し な い も の もあ る 。
逆 もあ り うる 。 し た が っ て √事 務 担 当 者 乱 全 く単 純 作 業 に 終 始 す る も の も
あ り， 優 れ て知 的 で あ る 場 合 も あ る 。 し か しい ず れ に し て 乱 機 械 化 ベ ー ス
の 上 に 位 置 す る こ とに は 変 りは な い 。　c
） 専 門化 と 流 動 化　
機 械 化 ベ ー ス の 確 立 と ネ ッ ト ワ ー ク化 七 だ オ フ ィ ス 空 間 の 運 用 に は ， 専 門
家 の 必 要 性 が 生 ず る 。 また 空 間 の 変 化 ， 機 械 化 の 向 上 な どに よ る オ フ ィ ス の
流 動 化 も 必 要 で あ る 。 そ れ ら の二 側 面 が 受 容 さ れ る オ フ ィ ス が ， そ の 存 在 価
値 を 高 め る こ とに な る 。
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3 むすび 課題の整理
新しいオフィスの確立が必要とされる場合，全く新しい形でこれを設計し，
運用しうる時と，旧来のものを改善することによって，新しい形態へと移行
する場合とがある。そして多くの場合，後者の例がほとんどであって，現状
腸こだわらず√これを新設しうることは少ないといえよう。そこで，現状か
ら新形態への脱皮が，つねに問題となるのである。このために，つぎのよう
な検討の手順が必要となる。　
①　現状の分析と問題点の整理　
②　当該組織の背景と特色　
③　機械化の程度と機械開発の傾向　
④　環境システムの変化予測　
⑤　設比り,想の発展と技術動向　
以上をみると，ます現状の認識，そして現状から未来への展望，という検
討手順を経ることになる。この検討手順の中で，オフィス・システムに影響
を与える環境的因子を考えてみると，第1 には自然環境があげられる。これ
は自然環境を無視した設計は考えられないからである。ついで，経済要因，
人的要因も強い働きをもつ因子である。技術水準，組織の基本的枠組も考慮
されなければならない。そしてこれら因子の働きを検討の手順の中に織り込
みながら，オフィス0 設計は，一つの新しい空間をそこに生み出すことにな
る。この空間現出のための各単位の統合，結合のために，一般には，マトリ
ックス，ベンダイアダラム，デソドロダラムなどの表現方法が採用される。
さらに空間を総合的に解析してみる必要かおる。これはいろいろな解析結
果を総合して評価する。解析の仕方は，空間を位相的に分割し組み立ててみ
る仕方である。この場合，空間は，人間が主として居住し行動する仕事の生
活空間と，機械や装置あるいは製品，部品を設置したり，保存したりする装
置・保管空間，加えてエレベーターの通るシャフトや配管のためのダクト，
天井裏などの搬送，バッファ空間の三つの部分に分かれる。そして問題は，
このような三つの空間を一つの統一ある全体としての空間にどのようにまと
めあげるかである。これには，システムズ・アナリシス，システムズ・ゼネ
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レーショソの手法が用いられる。　
このシステムズ・アプpr ―チによってえた構図のための基礎資料は，グラ
フ理論の適用により空間の平面的計画として表現することができる。また，
マトリックス理論を用いて，構造ユニットの相互関係を把握しうる。　トポロ
ジーでは，位相的認識をえられる。さらに，ゲーム理論，待合せ理論などに
よりオフィス空間の機能性を解析しうる。このような分析過程により，一つ
の思考のもとに設計された才フィス空間は，各種の角度から評価され，目的
により貢献しうる空間として提供されることになる。　
なお，課題の整理に加えておかなくてはならない重要問題は，空間の制御
と安全性維持の点てある。前者は，制御システムのオフィス空間への導入で
あり，後者は，安全システム設計思想をオフィス設計に充分活用しなければ
ならないということである。いずれに七て 乱 近代オフィスの新しい形態お
よび活用の展開は，以上のような課題，問題点を総合的に検討し，これを具
体的構想としてまとめ上げることである。本稿はこのための序論的検討を試
みたのであるが，後日さらに論考を加えて，理論の骨格を完成したい。
1） フレデリック・ギバ■―・ドは，都市構成の「各種ゾーン間の理論的関係」につ
いて，たとえば業務地区の場合,これを店舗と事務所と問屋に分け,その結び合
い の一つのパターンでの空間構成をつぎのように表している。「ショッピング
に重複する事務所地区（店舗のあるものはほとんど必ずその上に事務を有する）
問屋だけの地区，そして市場を含むショッピング地区
い
と が あ る」（Frederick　Gibberd,
 Town Design, 1970, 邦訳　高瀬他訳『タ ウン・デザインJ p. 96』
このような結びつきは，その状況に応じていく通りかのパターンとして変型し
うるが，その基本は都市空間を大衆にどのように提供するかにある。そして都
市空間の中に置かれだオフィスは，より創造的にこのパターン構成を担うこと
になり，オフィス要素は構成設計の一つの核である。2
） 村野博司氏は，その著『かし わい』（昭53）の 中 で「大都市の中 に お い て
“かいわい”空間は都市の拡大した全体と余り拡大しなト 部分としての単体と
の間を埋めると共に両者を結合する中間のスケールとして創設される必要があ
る」（p.  246） と述べている力＼ オフィスが都市構成要素の核的存在であると
すれば，当然，当該都市の環境条件にそった空間を構成する必要かおる。現今
のオフィス街，たとえば丸の内，また地下街と連結するオフィスビルの存在な
どもそれらを裏づけ る一つの存在であろう。
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3) オフィスは一面時間の中の存在である。オートメ化された オフ ィス（部分的
にでも）は，オート/■ －ション思考の上に構成されている。この具体的なオー
トメ化は，新しい技術，設備の導入により，新しいパターンのオートメ化へと
進打場合がある。この時，従来のオートメ化部分に新しい部分が，パターン重
複したり，共存する。しかし オートy- ―ション思考の基本は変りはない。同一
思考基盤の上で，古いパターンと新しいパターンがいろいろな形式で実践され
るのを オートメ化の中での才一トタ化という。4
） コンピュータ・ベースの情報システムを基盤とするバンキン グ・システムに
導入されたキャッシュ・ディスペンサーなどはその具体的一例といえ よう。5
） ファクシミリの普及などが，コンピュータ未適用部分の機械化を促進したり，
事務合理化 の推進に一つの刺激剤となっていることも考慮すればよい。たとえ
ば，紀文における注文処理合理化の例もその一つ。
